
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：平成29年４月10日  

学校名：県立大師高等学校  

平成２８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（４月１０日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

○基礎学力の充実
を図り、社会の中
で積極的に生きて
いける力を身につ
ける。 
 
 
 
 
○普通科への学科
改編が充実したも
のとなるよう教育
課程の編成に努め
る。 
 
○実験･実習や体験
活動の充実に努め
るとともに、生徒
が主体的に学習
し、成就感や達成
感を味わうことの
できる授業づくり
に努める。 

○基礎学力の充実
を図り、社会の中
で積極的に生きて
いける力を身につ
ける。 
 
 
 
 
○普通科への学科
改編が充実したも
のとなるよう教育
課程の編成に努め
る。 
 
○実験･実習や体験
活動の充実に努め
るとともに、生徒
が主体的に学習
し、成就感や達成
感を味わうことの
できる授業づくり
に努める。 

○基礎学力を重視し、必修
科目のより一層の充実を図
る。 
 
 
 
 
 
 
○教育課程の編成ととも
に、これまで蓄積したさま
ざまな教育資源やノウハウ
について、普通科に生かせ
るよう検討する。 
 
○各教科、科目が課題を組
織的に設定し、評価するこ
とを重んじて、生徒の成功
体験を積ませる。 
 
 
 
 
 
○生徒が主体的、協働的に
学べるよう授業研究を組
織的に進める。 

○基礎学力の定着が図
れるよう必修科目の
学習活動内容が充実
できたか。 
 
 
 
 
 
○共通教科・科目を中
心とした教育課程の
編成について、これ
まで蓄積したさまざ
まな教育資源やノウ
ハウを生かせたか。 
○生徒が主体的に活動
する体験学習を組織
的に行ったか。 
 
 
 
 
 
 
○組織的に授業研究、
授業改善に取り組め
たか。 

○まず授業開始時 
の職員の巡回
等、授業に集
中できる環境
作りに努め、
授業内容の工
夫を進め、基
礎学力の定着
に努めた。 

○これまでの教育 
資源やノウハ
ウを生かし、
普通科として
の教育課程を
編成した。 

○ガイダンス科目 
や実技系科目
を中心に、生
徒が主体的に
活動する体験
学 習 を 実 施
し、生徒の積
極的な姿勢が
見られた。 

○校内全体で、ア 
クティブ・ラ
ーニングをテ
ーマに授業研
究を行った。
今後の授業を
検討するよい
機 会 と な っ
た。 

○生徒全体にどのぐら 
い基礎学力の定着が
図られているか、状
況を把握しながら授
業に還元していく。 

 
 
 
 
○編成された教育課程 
を運用しながら、よ
りよい教育課程を検
討する。 

 
 
○生徒が主体的に参加 
できるよう、興味関
心をうまく引き出す
授業内容や方法を探
る。 

 
 
 
 
○アクティブ・ラーニ 
ングを取り入れた授
業に関して、まだ浸
透していない現状が
ある。次年度は授業
研究だけでなく研修
等も取り入れ、授業
改善に取り組む。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○普通科への改編に係 
る施設について、少
人数で授業できるス
ペースも必要ではな
いか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○生徒による授業評価 
が、高い教員による
授業研究を行う方法
もあるのではない
か。 

（成果） 
○基礎学力の定着につ
いて、普段の授業を
大切にする環境作
り、授業内容の向上
と学校全体で取り組
み、成果をあげるこ
とができた。 

○普通科改編に向けて
のカリキュラム編成
や体制作りに、学校
全体で取り組むこと
ができた。 

（課題） 
○基礎学力の充実を図
り、生徒が社会の中で
自信を持って自らを生
かそうとする姿勢を養
う。 
○普通科への学科改編に
より教育活動が充実し
たものとなるよう努め
る。 
○生徒が主体的に学習
し、成就感や達成感を
味わうことのできる授
業づくりに努める。 

○基礎学力を重視し、各
教科・科目の学習によ
り、生徒が自信をもて
る授業の改善を学校全
体で図る。 
○教育課程の実施・検証
とともに、これまで蓄
積したさまざまな教育
資源やノウハウを生か
せるよう努める。 
○生徒が主体的、協働的
に学び、成功体験を積
んでわかる喜び、知る
探求心を培えるよう授
業研究を組織的に進め
る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

○社会生活のルー
ルと基本的な生活
習慣を身につけ、
それを守ろうとす
る態度を育成す
る。 
 
 
○多様な課題を抱
える生徒の状況を
理解し、家庭と連
携し課題解決に役
立てられる適切な
指導、支援を行
う。 
 
 

○社会生活のルー
ルと基本的な生活
習慣を身につけ、
それを守ろうとす
る態度を育成す
る。 
 
 
○多様な課題を抱
える生徒の状況を
理解し、家庭と連
携し課題解決に役
立てられる適切な
指導、支援を行 
う。 

 
 

○遅刻指導･頭髪指導などの
生徒指導を持続的・組織
的に行う。 
 
 
 
 
 
○生徒一人ひとりを支援す
るため、課題の発見、共
有に努めるとともに、カ
ウンセラーやメンター、
ソーシャルワーカーを活
用して、組織的支援に努
める。 
 
 

○生徒の遅刻・服装・
頭髪に対する意識が
向上し、遅刻者数や
頭髪指導件数が減少
したか。 
 
 
 
○カウンセラーやメン
ター、ソーシャルワ
ーカーも活用して、
支援が必要な生徒に
対して組織的な対応
ができたか。 
 
 
 

○年次間で取り組 
みに対する意
識の差が大き
く、学校全体
としては成果
が見えなかっ
た。特に遅刻
者数が大幅に
増加してしま
った。 

○支援を必要とす 
る生徒に対し
ては問題が大
きくなる前に
対 応 が で き
た。 

 

○職員間での意識の統
一を徹底する。 
 
 
 
 
 
 
○教員が生徒の日常に 
より気を配り、アン
ケートや面談を通し
て、生徒の状況の把
握に努める。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
○生徒支援のキーパー
ソンとなる職員がい
ると良い。ソーシャ
ルワーカーなどをよ
り活用していくと良
いだろう。 

○生徒の情報を共有で
きるシートなどがあ
ると良い。 

（成果） 
○基本的な生活習慣に
係る指導について、
学校全体で取り組ん
できたが、生徒の状
況に大きな改善は見
られなかった。 

○支援を必要とする生
徒に対しては、職員
間で状況を共有し、
対応することができ
た。 

○部活動の推進につい
て、顧問のはたらき
かけにより、いくつ
かの部活動で活動内
容が活発になってき

 
○遅刻指導・頭髪指導・
バスや電車の乗車マナ
ーなどの指導を持続
的・組織的に行う。 
○生徒を支援するため、
職員の情報共有を密に
し、課題の発見、共有
に努めるとともに、カ
ウンセラーやメンタ
ー、ソーシャルワーカ
ーを活用して、組織的
支援に努める。 
○自転車点検や乗り方等
の指導はもとより、交
通事故を起こさない、
巻き込まれない意識の



○交通安全教育を
徹底して、生徒が
安全に登下校がで
きるよう努める。 
 
 
○生徒の自己肯定
感を培い、他を尊
重し、思いやりの
ある豊かな心をも
って他と協調する
姿勢を養う。 
○部活動を推進
し、豊かな心を育
成し、自主性と自
律性を身につけさ
せる。 

○交通安全教育を
徹底して、生徒が
安全に登下校がで
きるよう努める。 
 
 
○生徒の自己肯定
感を培い、他を尊
重し、思いやりの
ある豊かな心をも
って他と協調する
姿勢を養う。 
○部活動を推進
し、豊かな心を育
成し、自主性と自
律性を身につけさ
せる。 

○自転車点検や乗り方等の
指導はもとよりスケアー
ドストレート等の活用に
より、交通事故を起こさ
ない、巻き込まれない意
識の醸成に努める。 
○生徒が主体的に学校行事
や生徒会活動に参加でき
るよう支援し、リーダー
シップを発揮できる場の
設定に努める。 
 
○部活動加入率を増加させ
られるよう、生徒への動
機付けを積極的に行う。 

○駐輪や乗り方を含
め、生徒の交通安全
に対する意識が向上
したか。 
 
 
○生徒が主体的に学校
行事や生徒会活動に
参加し、リーダーシ
ップを発揮する場面
を設定できたか。 
 
○部活動加入率を増加
させることができた
か。 

○校内の駐輪状 
況、登下校の
状況ともに変
化はあまり見
ら れ な か っ
た。 

○体育祭、文化祭 
共に生徒が主
体的に参加す
る場面が増え
た。 

 
○部活動加入率は 
大きな増加が
見 ら れ な い
が、いくつか
の部活動で活
気 が 出 て き
た。 

○引き続き、ＨＲや集 
会を通じて生徒に注
意を続けていく。 

 
 
 
○実行委員会を中心と 
した生徒による活動
をどこまで促すか。 

 
 
 
○全員が主体的に参加 
するような魅力ある
部活動のあり方を検
討する。 

 
 
 
○情報モラルの指導が
より重要となってき
ている。中学校から
高校へとつなげてい
きたい。 

 
 
 
 
○生徒同士から情報が
伝わるとより加入率
が上がるのではない
か。 

○経済的に部活動が厳
しい生徒が活動でき
るようなサポート方
法がないか。 

た。 
（課題） 
○社会生活のルールと基
本的な生活習慣を身に
つけ、それを守ろうと
する態度を育成する。 
○多様な課題を抱える生
徒の状況を的確に把握
し、家庭と連携して課
題解決に役立てられる
適切な支援を行う。 
○交通安全教育を徹底し
て、生徒が安全に登下
校できるよう努める。 
○生徒の自己肯定感を培
い、他を尊重し、思い
やりのある豊かな心を
もって他と協調する姿
勢を養う。 
○部活動を推進し、豊か
な心を育成し、自主性
と自立性を身につけさ
せる。 

醸成に努める。 
○生徒が主体的に学校行
事や生徒会活動に参加
できるよう支援し、自
らを学校社会の中で生
かせる場の設定に努め
る。 
○部活動加入率を増加さ
せるよう生徒への動機
付けを積極的に行うと
ともに活動の充実を図
る。 
 

３ 進路指導・支援 

○社会の中で積極
的に生きていく術
を身につけようと
する態度とコミュ
ニケーション能力
を育成する。 
 
 
 
 
 
○自分の将来設計
の夢を描く力を身
につけ、卒業時の
進路について主体
的に判断し、準備
が行えるよう支援
する。 

○社会の中で積極
的に生きていく術
を身につけようと
する態度とコミュ
ニケーション能力
を育成する。 
 
 
 
 
 
○自分の将来設計
の夢を描く力を身
につけ、卒業時の
進路について主体
的に判断し、準備
が行えるよう支援
する。 

○授業や体験活動を通じ
て、コミュニケーション
を大切にし、自己理解を
深め、新しい自分の発見
を促す。 

 
 
 
 
 
 
○全ての科目や学校の諸活
動を通じて、進路や将来の
職業について考えられるよ
う努め、自己を生かせる進
路の発見ができるよう努め
る。 

○インターンシップ、
連携講座、進路フォ
ーラム等の様々なキ
ャリア教育の機会を
提供することができ
たか。 
 
 
 
 
 
○ガイダンス科目や進
路ガイダンスなどを
通じて、生徒の主体
的な進路活動を支援
できたか。 

○インターンシッ 
プ、連携講座
等様々なキャリ
ア教育の機会を
提供した。積極
的に参加し、
進路フォーラ
ムや説明会の
機会に主体的
に活動する生
徒 が 多 か っ
た。 

○ガイダンス科目 
において、外
部の講師を校
内に招き、校
外で体験学習
を実施するな
ど、自らの特
性や進路につ
いて考えさせ
ることができ
た。 

○インターンシップ、 
連携講座の参加や校
外活動へ参加する生
徒の意識を育てる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○普通科改変に伴い、
ガイダンス科目内の行
事を精選し、普通科の
総合学習へとつないで
いく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○職業を考えさせるき
っかけとなる体験活動
は、普通科改編後も必
要だろう。 

（成果） 
○ガイダンス科目をは
じめインターンシッ
プ、連携講座、進路フォ
ーラム等の様々なキャリ
ア教育の機会を提供する
ことができ、生徒の主体
的な進路活動を支援でき
た。 
○総合学科での蓄積を
生かしつつ、普通科
改編に向けての授業
計画を検討した。 

（課題） 
○社会の中で積極的に自
らを生かそうとする姿
勢とコミュニケーショ
ン能力を育成する。 
○自らの基礎学力を伸ば
す努力を大切にし、自
分の夢を描く力を身に
つけ、卒業時の進路に
ついて主体的に判断で
きる力を涵養する。 

○授業や体験活動を通じ
て、コミュニケーショ
ンを大切にし、自己理
解を深め、新しい自分
の発見を促す。 

○全ての学習活動、その
他の活動を通じて、進
路について考えられる
よう努め、自らの夢の
実現ができるよう努め
る。 

４ 地域等との協働 

○地域の教育資源
が最大限活用でき
るよう努め、教育
活動、職業教育、
職場体験を通じ
て、キャリア形成
に努める。 
 
 
○地域や保護者と
の連携をさらに進
め、地域に開かれ
信頼される学校づ
くりを進める。 

○地域の教育資源
が最大限活用でき
るよう努め、教育
活動、職業教育、
職場体験を通じ
て、キャリア形成
に努める。 
 
 
○地域や保護者と
の連携をさらに進
め、地域に開かれ
信頼される学校づ
くりを進める。 

○積極的に地域の施設や人
材を活用しながら、生徒が
地域の一員である意識を培
う。 
 
 
 
 
 
○地域の自治会や市区との
対話を重視し、学校が地域
とともに発展できるよう努
める。 

○生徒のキャリア形成
を進めるために、地
域の教育力を活用す
ることができたか。 
 
 
 
 
 
○学校行事や部活動を
通して地域との関わ
り、連携を深めるこ
とができたか。 

○１年次では地域 
の事業所訪問
を実施し、２
年次では地域
の企業による
企業説明会を
実施し、地域
の教育力を活
用することが
できた。 

○吹奏楽部、園芸 
部等の活動を
通して地域と
のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを
図ることがで
きた 

○これまで培った地域 
とのつながりを維持
しつつ普通科の総合
学習への移行を検討
する。 

 
 
 
 
 
○一部の部活動ではな 
く全体での地域への
関わりをどのように
していけば良いのか
検討する。 

○若者には、コミュニ
ケーションが苦手な
者が多い。高齢化社
会を迎え、異年齢と
のコミュニケーショ
ン能力がより必要と
なってきている中、
そういう機会を大事
にしてほしい。 

 
○今まで行ってきた地
域に出る行事を継続
してほしい。 

（成果） 
○積極的に地域の施設や
人材を活用しながら、
生徒が地域の一員であ
る意識を培うことがで
きた。 
（課題） 
○地域の教育資源が最大
限活用できるよう努
め、教育活動全体を通
じて体験活動を重視し
ながら、キャリア形成
に努める。 
○地域や保護者との連携
をさらに進め、地域に
開かれ信頼される学校

○積極的に地域の施設や
人材を活用しながら、
生徒が社会に貢献する
意欲と自信をもてるよ
う努める。 
○地域の自治会や市区と
の対話を重視し、生徒
が地域で積極的に活躍
できるよう努め、生徒
が地域の一員として自
覚して、地域とともに
発展できるよう努め
る。 
 



 

 

づくりを進める。 

５ 
学校管理 
学校運営 

○本校の教育活動
を積極的に発信
し、広報活動を推
進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○普通科への学科
改編について、必
要な整備を行うと
ともに、中学生等
へ周知し、新たな
学校の魅力の理解
が得られるよう努
める。 
○生徒の防災意識
を高め、津波対策
にも取り組む。 
 
 
 
 
 
○事故・不祥事の
防止を徹底する。 

○本校の教育活動
を積極的に発信
し、広報活動を推
進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○普通科への学科
改編について、必
要な整備を行うと
ともに、中学生等
へ周知し、新たな
学校の魅力の理解
が得られるよう努
める。 
○生徒の防災意識
を高め、津波対策
にも取り組む。 
 
 
 
 
 
○事故・不祥事の
防止を徹底する。 

○ホームページの更新を日
常的に行い、学校の最新の
状況や生徒の活動を発信
し、学校説明会等の充実に
より学校の改革をアピール
する。 
 
 
 
 
 
 
○普通科への学科改編が充
実できるよう、必要な整備
の把握とともに、予算要求
等の整理を行う。また、そ
うした改編による将来像が
広く周知できるよう、広報
活動を充実させる。 
 
○防災教育を一層充実さ
せ、自らの命を守る行動が
とれるよう指導するととも
に、地域社会と協調して、
地域に貢献しようとする生
徒のこころを養う。 
 
 
○日常の点検、注意喚起は
もとより、定期的な確認場
面の設定を大切にする。 

○教育活動、生徒活動
の情報を校外に向け
て発信できたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○普通科への学科改編
が充実できるよう、
必要な整備の把握と
ともに、予算要求等
の整理を行うことが
できたか。また、学
校説明会等で十分に
周知できたか。 
○防災訓練等をとお
し、生徒の危機管理
意識を高めることが
できたか。 
 
 
 
 
○事故・不祥事の防止
を徹底できたか。特
に、適正な会計処理
手続きの研修・周知
を行い、会計上の事
故を防止することが
できたか。 

○ホームページを
通して、学校説
明会の情報等、
必要な更新をこ
まめに行った。
また、部活動に
よっては独自の
ブログを使い、
活動の広報に努
めた。 

 
 
 
○学校説明会を５
回実施し、学科改
変の内容等アピー
ルできた。 
 
 
 
 
○火災を想定した 
避難訓練と、
地震を想定し
たシェイクア
ウト訓練を実
施し、生徒の
危機管理意識
を高めること
ができた。 

○事故・不祥事の 
防止を徹底する
ことができた。
特に、適正な会
計処理手続きの
研修・周知を行
い、会計上の事
故を防止するこ
とができた。 

○ホームページの情報
の更新をよりこまめ
に行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○今年度の状況を基に
適正な時期・規模で実
施するよう検討する。 
 
 
 
 
 
○生徒がより真剣に取 
り組めるような訓練
内容を考える。 

 
 
 
 
 
 
○正しい会計処理の流 
れについては、毎年
職員に周知していく
必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○防災については、中
学校・高校・地域と
の連携を深めていき
たい。 

（成果） 
○ホームページなどを通
して教育活動、生徒活動
の情報を校外に向けて発
信することができた。 
○普通科改編につい
て、学校説明会など
を通して中学生や保
護者に周知すること
ができた。 

○避難訓練やシェイク
アウト訓練などを通
して、生徒の防災意
識を高めることがで
きた。 

○事故・不祥事の防止を
徹底することができ
た。特に、適正な会計
処理手続きの研修・周
知を行い、会計上の事
故を防止することがで
きた。 

（課題） 
○本校の教育活動を積極
的に発信し、広報活動
を推進し、地域や生
徒・保護者等広く教育
活動の理解が得られる
よう努める。 
○普通科への学科改編に
よる必要な整備を行う
とともに、中学生等へ
周知し、新たな学校の
魅力の理解が得られる
よう努める。 
○生徒の防災意識を高
め、命を守り大切にす
る行動がとれるように
指導するとともに、地
域社会において、協調
して貢献しようとする
生徒を育てる。 
○事故について、未然防
止に努めるとともに、
起きた際には、最善の
対応を尽くす。 

○ホームページの更新を
日常的に行い、学校の
最新の状況や生徒の活
動を発信し、学校説明
会等の充実により学校
の変容をアピールす
る。 
○普通科への学科改編が
充実できるよう、必要
な整備を行うととも
に、ホームページや広
報媒体を通じて、改編
による学校像が広く周
知できるよう、タイム
リーな情報提供に努め
る。 
○ＤＩＧの取組など防災
教育により、自らの命
を守る行動がとれるよ
う指導するとともに、
地域の取組などに積極
的に参加して、地域の
ことを知り、地域の一
員としての意識を高め
る。 
○日常の点検、注意喚起
はもとより、定期的な
確認場面の設定を大切
にする。 


